
一足早い春の恵み
　休耕田では、もうすぐ“わらび”の収穫が始まりますが、２月から３月にか
けて、農事組合法人なめざわのハウスでは“こごみ”が毎日収穫され、首都圏
へ出荷されています。
　稲作中心の10人の構成員は通年農業を目指し、無肥料・無農薬のほうれん
草、レタス、わさび菜等を生食用で栽培しました。次は“行者にんにく”と続
きます。冬のハウス利用は、後作のトルコキキョウ、沖田なすの連作障害防止
にも役立っています。
　冬から初春の朝日地域のハウスには、旬の恵みがギュッとつまっています。

（佐藤みほ委員）
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第
１
部
で
は
、
鶴
岡
市
農
林
水

産
部
長
の
髙
橋
和
博
氏
よ
り
、
市

の
農
業
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
情
報
提
供
が
あ
り
、
続
い
て
、

ヤ
マ
ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
ア
グ
リ
株
式

会
社
代
表
取
締
役
の
山
中
大
介
氏

よ
り
、「
庄
内
か
ら
と
き
め
こ
う
」

と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
第
２
部
の
意
見
交
換
で
出
た
声

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
地
域
の
耕
作
者
が
減
り
、
少
人

数
で
も
集
約
を
進
め
て
い
け
な
い

か
と
、
話
し
合
い
を
し
た
。

▼
１
〜
２
年
の
ス
パ
ン
で
実
験
的

に
農
地
交
換
で
き
る
仕
組
み
が
あ

れ
ば
良
い
。

▼
基
盤
整
備
を
進
め
る
こ
と
は
、

作
業
効
率
ア
ッ
プ
や
若
い
人
が
参

鶴岡市の農業を考える
～農業者等との意見交換会～

　農業委員会では、農業の最前線で活躍されている方々の意見・要望等を集約し、国や県、市の農業施
策に反映させることを目的に、意見交換会を実施しています。今年度は２月７日、グランドエル・サン
を会場に開催され、市議会産業建設常任委員、両JA関係者、各農業団体等の代表者、農業委員、農地利
用最適化推進委員、新規就農者など約50人が参加しました。

テ
ー
マ
①

農
地
集
約
の
推
進

テ
ー
マ
②

担
い
手
の
育
成・確
保

入
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
。

▼
中
山
間
地
域
で
あ
る
が
、
誰
か

が
声
を
か
け
た
ら
思
い
の
ほ
か
話

が
進
ん
だ
。
声
を
あ
げ
る
こ
と
が

大
事
。

新
規
就
農
者
か
ら
は
…

▼
農
業
で
自
分
の
課
題
を
解
決
し
、

自
分
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い

が
、
思
う
よ
う
に
農
地
を
借
り
ら

れ
な
い
現
状
が
あ
る
。

▼
色
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
、
な

か
な
か
結
果
が
出
ず
、
が
む
し
ゃ

ら
に
頑
張
り
た
い
。

▼
自
然
農
法
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
地
元
で
理
解
さ
れ
な
い
な
ど
、

厳
し
い
現
実
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
声
を
受
け
て
…

▼
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
が

し
っ
か
り
進
め
ば
、
新
規
就
農
者

の
問
題
も
解
決
に
一
歩
進
む
の
で

は
な
い
か
。

▼
新
規
就
農
者
は
地
域
の
宝
。
若

い
農
業
者
を
応
援
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。

▼
一
緒
に
活
動
し
て
信
頼
関
係
を

作
っ
て
お
く
こ
と
が
、
将
来
の
集

約
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
も
話
し
合

い
の
き
っ
か
け
に
な
る
。

▼
オ
ー
ル
鶴
岡
で
や
っ
て
い
け
た

ら
い
い
。

▼
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　
鶴
岡
市
立
農
業
経
営
者
育
成
学

校
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
の
開
校
を
目
前
に

控
え
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で

き
た
と
考
え
ま
す
。
同
時
に
、
農

業
委
員
会
に
対
し
て
は
た
く
さ
ん

の
課
題
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
の
活
動
に
大
い
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
重
松
美
鈴
委
員
）

山中大介氏
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藤田牧場

いくとぴあ食花

食育・地産地消専門委員会視察
研修

　１２月３日から４日までの日程で、食育・地産地消専門委
員会の委員１４人が新潟市で視察研修を行いました。
　新潟市西蒲区の「藤田牧場」では、有機栽培を中心とした
米生産、自社の牛乳・肉牛を使用したジェラート店とレスト
ランの営業など、グループ全体で取り組んでいる循環型農業
について説明がありました。レストランは、新潟市が「国家
戦略特区」になった規制緩和により、農業用施設として農用
地区域に設置された全国初の例とのことでした。

　新潟市中央区の「いくとぴあ食花」は、食育・花育、動物ふれあい、
子育て、直売・レストランなどが一体となった施設で、新潟市の大生
産地でありながら大消費地でもある特長を生かした、食育の市民運動
の推進、にいがた流食生活の提唱などの取り組みについて、勉強させ
ていただきました。
　今回の先進的・特徴的な農業経営や食育の取り組み等の視察を通し、
今後の鶴岡での農業や食育活動にも生かしていきたいと思います。

（荻原優太専門委員長）

農業委員を募集します

募集内容

３年（令和２年１１月２６日～令和５年１１月２５日）

令和２年６月１日（火）～令和２年６月３０日（水）必着募集
期間

応募
方法

任期

鶴岡市農業委員会の次期改選（令和2年１１月）に向け農業委員を募集します。

「団体・農業者等からの推薦」と「自ら応募」の２種類の方法があります。
　推薦、応募される方は、所定の様式に必要事項を記入の上、令和２年６月３０日（水）
まで、鶴岡市農業委員会事務局（藤島庁舎２階）又は各分室へ提出してください。推
薦・応募の方法の詳細については、「募集要項」をご覧ください。
　募集要項は、５月１日から、農業委員会事務局又は各分室で配布できます。また、市
のホームページ（http://www.city.tsuruoka.lg.jp/）でもご覧いただけます。

※推薦・応募の中間状況、最終結果について
は、市のホームページで公表します。推
薦・応募のあった候補者の中から２０人を
選考します。選考結果については１０月上
旬に通知します。詳しい内容については鶴
岡市農業委員会事務局へお気軽にお問い合
わせください。

※農業委員会が委嘱する農地利用最適化推進
委員は、１０月頃の募集を予定しています。
詳細は広報９月号でお知らせします。

募集人数　２０人
報　　酬　４３，０００円／月

（役職委員は増額されます）
主な業務　会議に出席し、農地の貸借・売買、転用

許可等の審議を行うほか、農地の調整、
利用状況の調査等を行います。

要　　件　農業に関する識見を有し、業務を適切に
行うことができる者
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小
さ
い
頃
か
ら
自
然
環
境
や

環
境
汚
染
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
齋
藤
さ
ん
。
県
内
外
で
一
人

暮
ら
し
を
経
験
し
、
体
調
を
崩

し
て
外
出
も
で
き
ず
に
い
た
中

で
た
く
さ
ん
本
を
読
み
、
生
活

の
基
本
で
あ
る
「
衣
食
住
」
の

「
食
」
を
ま
ず
見
直
そ
う
と
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
た
ど
り
着
い
た

そ
う
で
す
。

　

「
こ
れ
し
か
な
い
！
と
農
業

を
始
め
る
決
心
を
し
、
一
年
間
、

藤
島
地
域
で
有
機
農
業
の
研
修

を
し
た
の
ち
、
自
宅
の
農
地
で

一
部
の
み
自
然
農
法
で
の
栽
培

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
人
曰
く
、
自
然
栽
培
米
の

栽
培
面
積
は
少
な
い
け
れ
ど
、

苗
づ
く
り
と
夏
場
の
除
草
作
業

が
毎
年
の
課
題
と
の
こ
と
で
す
。

技
術
面
に
つ
い
て
、
特
に
販
路

に
つ
い
て
不
安
を
持
ち
な
が
ら

も
、
就
農
当
初
か
ら
現
在
ま
で

と
て
も
た
く
さ
ん
の
お
客
様
や

先
輩
農
家
、
仲
間
、
家
族
に
支

え
ら
れ
て
続
け
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
商
品

を
求
め
て
い
る
方
々
に
、
米
や

野
菜
を
直
接
販
売
し
た
り
、
産

直
や
マ
ル
シ
ェ
で
販
売
し
て
い

る
ほ
か
、
県
内
外
の
飲
食
店
や

食
品
店
舗
、
個
人
の
お
客
様
へ

の
発
送
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
収
穫
し
た
大
豆
は
味
噌
づ

く
り
を
し
て
い
る
方
に
分
け
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
自
ら
味
噌

仕
込
み
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
開
催
し
て
参
加
者
に
喜
ば

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

齋
藤
さ
ん
に
、
有
機
農
業
を

や
っ
て
い
て
楽
し
い
こ
と
は
と

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
と
に
か
く
仕

事
が
楽
し
い
、
作
っ
た
野
菜
た

ち
が
か
わ
い
く
、
愛
お
し
い
、

優
し
い
気
持
ち
に
も
な
れ
る
し
、

想
像
し
て
い
た
以
上
に
楽
し
く

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
日
が

終
わ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ

ら
に
、
庄
内
は
山
々
に
守
ら
れ
、

す
ば
ら
し
い
気
候
風
土
に
恵
ま

れ
た
美
し
い
土
地
で
あ
る
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
栽
培
面
積
や
生
産
量

を
徐
々
に
増
や
し
、
加
工
も
や

り
な
が
ら
、
消
費
者
の
方
々
に

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
、
経
営
も

軌
道
に
乗
せ
た
い
と
思
う
と
同

時
に
、
自
然
環
境
の
改
善
や
、

子
供
た
ち
へ
の
食
育
に
も
関
わ

り
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
地
元
に

恩
返
し
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

こ
の
４
月
に
開
校
予
定
の
鶴

岡
市
立
農
業
経
営
者
育
成
学
校

「
S
E
A
D
S
」
に
つ
い
て
は
、

大
い
に
期
待
し
て
い
る
し
、
良

い
関
係
で
あ
り
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
地

域
に
は
同
業
の
女
性
で
話
せ
る

人
が
な
か
な
か
い
な
い
の
で
、

同
じ
女
性
目
線
で
仕
事
の
話
し

が
で
き
る
仲
間
作
り
が
で
き
た

ら
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

地
域
の
良
さ
に
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
、
本
当
に
や
り
た
い

と
思
う
農
の
姿
に
正
面
か
ら
向

き
合
っ
て
話
を
し
て
く
れ
た
齋

藤
か
お
り
さ
ん
。
と
っ
て
も
素

敵
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

（
石
塚
治
己
委
員
）

　今回の訪問は、櫛引地域
で就農し、５年が経過しよ
うとしている、自然栽培農
家の齋藤かおりさんです。
　地元の三千刈地区で、お
父さんの慣行での水稲栽培
を手伝う傍ら、自然農法で
丹精込めて、米や大豆のほ
か十種類余りの野菜を栽培
し販売しています。

おじゃまし
ます！

○○に 広報編集
委員が

いってきましたいってきました
齋藤かおりさん

畑や気候と相性の
良い豆類

マルシェでの出店の様子。

タネ採り用に選抜した
固定種人参
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農地中間管理事業で
担い手の農地集約を推進します
農地中間管理事業で
担い手の農地集約を推進します
　農地中間管理事業は、農地中間管理機構（やまがた農業支援センター）が農家から農地を借り
受け、農業経営の規模拡大や効率化（農地集約）を図りたい担い手農家へ貸付ける制度です。

農地を貸したい方
・農業経営のリタイアを考えている
・農地の受け手を探している
・規模縮小を考えている

農地を借りたい方
・まとまった農地で効率良い経営がしたい
・経営の規模拡大を目指す
・新規に農業参入を目指している

受け手出し手

！注 意！

農地中間管理機構
【やまがた農業支援センター】
農地中間管理機構
【やまがた農業支援センター】

農地の貸し借りの調整・マッチング農地の貸し借りの調整・マッチング

農地中間管理事業を
活用したい場合

農地中間管理事業を
活用したい場合

農地中間管理事業を
活用したい場合

農地中間管理事業を
活用したい場合

連携　　協力

まずは、ご相談くださいまずは、ご相談ください

機
構
か
ら
借
入

機
構
か
ら
借
入

機
構
へ
貸
付

機
構
へ
貸
付

お住まいの地域庁舎・
農業委員会・JA

お住まいの地域庁舎・
農業委員会・JA

受け手
農家
受け手
農家

出し手
農家
出し手
農家

農地利用の効率化、高度化を図るため機構が借受希望者
の中から適任者を決定し貸付けることとなりますので、
受け手が決まっている場合でも受け手の調整
を行うこととなります。

機構は農地中間管理事
業に係る借受希望者の
募集をしておりますの
で、募集期間内に応募
する必要があります。
※借受希望申込書をお
　申込みください

※お申込み・ご相談
はお住まいの地域
庁舎・農業委員会・
ＪＡ窓口へ

出し手は、受け手の選考について農地中間
管理機構に白紙委任することになります

相対でお願い
でぎねが？ いいよ～
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　今シーズンの冬は、今までに経験したことのな
い気温の高さと降雪量の少なさで、これは暖冬レ
ベルではなく、ひとつの災害と言われるほど異常
な天候でありました。
　春以降の水不足、病害虫の発生等も心配されま
す。農家だけに限ったことではなく、地球温暖化
の問題は深刻で、自然災害も毎年のように発生し、
常態化しています。世界の国々や団体等での話し
合いはされていますが、個々で何ができるかを改
めて考えるべき時が来たのではないでしょうか？

（太田裕徳広報編集委員長）

　２月１７日、羽黒町「やまぶし温泉ゆぽか」を会場に鶴岡
市農業者年協会研修会が開催され、各地域から９５名の会員
が参加されました。
　渡部会長の挨拶に始まり、「農業者年金○×クイズ」や、
山形落語愛好協会の笑風亭間助さん、錯乱坊双極さんによる
落語、羽黒地域の特産が当たる抽選会が行われました。
　会場からは絶えず笑い声が聞こえて、参加者全員のナチュ
ラル細胞が活性化し、免疫力が高まった様子でした。

（金野匡良推進委員）

あ と が き

NATIONAL AGRICULTURAL NEWS

経営と暮らしに役立つ農業総合専門紙です。

・毎週金曜日発行

・月額700円（税込）

・申込みは農業委員会へ

鶴岡市農業者年金協会研修会 笑いで健康

農業者年金の
税制優遇と保険料補助

知らないと

損！

経営や家計の状況
により保険料の額を
変更できます！

保険料が
全額社会
保険料控除

青色申告等の要件
を満たせば

月額で最大１万円
（年１２万）の保険料補

助※があります！

※保険料補助を受けるには…
　国民年金第１号被保険者などの農業者年金への加入要件に加え、
39歳までに加入　　農業所得が 900万円以下
下記の農業者の担い手要件
①認定農業者で青色申告をしている人
②認定新規就農者で青色申告している人
③上記の要件を満たす経営主と家族経営協定を締結して
　経営に参画している配偶者、後継者　など

詳しくは
農業委員会
へ

ご存じですか？

を満たせば受けられます。


